
1937-1938年黒勲極大期に於ける地球餓場の特性骨

今 道 周

太弱黒肪の消長は約11年の遇期をもって繰り返へされてゐるが此の外にも向 33年或ひは80年

等の週期を計算してゐる人々もある．然し此等の長週期は米だVitiかでbるとは云へた引が 11年遡
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期に於ける極大及び極小t立が年に依って共の他を大いに異にしてゐるのは事質・である．第 1表は

A. Wolfer＜”に依るウオJレフ黒鈷教の極大及び極小般を其等に相官する年と共に示したもので，

極大f1(i及び極小航の費化が大きい事が解る．表中 1933及び 1037年は理科年表掲載の純を附加し

たものである．

此の淡に依ると 1937-1938年の樹大期は 1870-1871年の極大期以来最大のもので・あって，太陽面

の活動が異常に大であった事を示してゐる．此の黒鞘極大期に封際、して，地球磁場にも亦著るしい

特性がある事・が強想、されるので， 1924年以来の官観測所の材料に就いて此れが澗査を試みた．第 2

去には柿岡に於ける 1925年から 1939年までの水平介カ，偏角及び鉛直介力の較差・.if均的の和を γ

邸｛立で表はし，夫々の年に於ける地球磁場の活動を示す闘安とした．

炎から解る様に前極大期 1927-1928年よりも今極大甥 1937-1938年lと於ける此等の他は約 20

* R. htAMITI. Chnracteristics of th巴Eart.h’sl¥fagnetic Field in the Last Maximum Period ofSunspo色．
(I) Terr. Magn. June, 19l!5, p. 83-SG. 
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官事 8 表
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%大であって，今極大期に於ける地球磁場の活動は前極大期に於けるよりも大であった事を示して

ゐる．第2表の数値は4手の平均蹴態を表はしてゐるものであるから克に個々の磁領嵐に就いて調べ

てみる．第3去には192盛年から 1939年まで16!lf.聞の磁気嵐のうち嵐の較差和 （AH+D.D+'1Z1

が 200γ より大であるもののみを掲げた．極大期附近に於ては較差和が 200γ以上でも採用したか

ったものもある.I叱れは極大期附近では自民の鍵化が大であって此の程度の艶化は脊通の欺態であ

ると云つでもよいからである．

第 3去の嵐を整理して領付〈事は 1937-1938年の極大期に於ては磁事鼠が満月附近に起る傾向

が箸るしい事である11). 此の現象が一般的のものであるかEうかを調べてみる．先づ新月，上弦，浦

月及び下弦の各相官臼より二日前，一目前，雷同，一日後，及び二日後の五日間に起った磁領｝品の同

教を月の各相に就いて求めた．磁筑胤としては第3淡のものを採用した．共の結巣を第4表κ示す．
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上表より明かた様に 1924年から 1939年迄での和では満月附近に起きた回数は各相に起った］試

金鍾の36% It:遺してゐる・然しとれは1937-1938年の影響が大であるからであって，今1924年

(I）長閑1tl士IiMの位-'flと磁叙』ぷとの綱係を指遜されてゐる．



26 1937-1938年無駄極大J切に於ける地球磁場の特伎

から 1933年までと 1934年から 1939年とのこつの期聞に介けて各の和に就いて比較すると，共の

結果は衰の下方に示す様に 1924-1933年の聞ではJlitの生起が特に満月附近に起ってゐる傾向は無

い．然し1934年から 1939年の聞では各相に起きた嵐全盛の45%が浦月を挟む五日聞に起ってゐ

る．向叉前楓大期附近1926-1929年と今極大期附近1936-1939年に就いて求めると，前極大期頃は

~Iろ新月，上弦附近に多く起り，満月附近は比較的少たい．然るに今極大期では各相に起きた嵐金

鍾の50%以上．叉1936年から 1939：：：手の聞に起きた嵐会値の約 40%が満且附近に起ってゐると

云ふ著るしい現象を表はしてゐる．以上は磁領胤の生起同数に就いて調べたのであるが水平分力の

年弔均較差に就いて同様の統計をとってみると，第5表に示してある通り此れも前と同様充足結果を

示してゐる．

以上の統計は柿岡に於ける材料を使用したものであるが次に園際磁無静穏日と擾蹴日とに就いて

同様程調査を行った．英の結身長は第6表に示してある．

第6表の撒髄は各月五日づLの園際静穏日と擾乱日及び其の前後各一日のうち何れかど月の四位

相のーに一致した同教を示しである. 1925 年から 193~ 年までの平均では静穏日に童話しては，各相

共大偉大差たい怖を示してゐる．然るに1927-1928年の極大期には他の相よりも上弦附近に静穏日

が多く 1937-1938年の極大期には新月附近に多い．擾荷L日に就いて見るに， 1026-1938年の平均
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では他の相に比し下弦に多いが，此れを 1933年以前と 1934年以後とに介けると前者では下弦に

擾晶が多く後者では満月附近に多い.1927-1928年の極大潮には満月附近に少たいが， 1937-1938

年の粗大期には浦月附近に馨るしく大である．

以上の事から考へると，月の位相と磁無擾劃，との闘係は一定のものであるとは考へ難い．然し

1934年以後の撞飢が満月附近に多く，此の現象が1937牛 1938年の極大期に特に帯るしく顕れて

ゐるのは注意すべき事であって， 1934年に始まる黒魁新週期に於ける地域磁場の特性とも云ふべ

きである.1924 &f-から 1933年までにはかLる現象が無＜， 1934年以後に此の現象が強生してゐ

る事は， 1933-1934年に黒断散が極小に謹し， 1984:年の始め北綿 30・附涯に費生した；m肱に新し
い遡期が始まってゐる事と劃臆して，極めて興味深い事である．

此の新しい迦期が始まると同時に，地球に封して 20.5aをもってー砲制する遡期を有する太陽

商の居内に磁無援組aを生やる或る原因が後生し， 此れが其の週期の倍数をもって時々爆湿して太陽

表面ょに現れ， ζの部分からの稲射に依って磁集胤を生寸志ると考へる．太陽安居の此の特殊な部分

が最初地球に封して丁度磁無嵐を起すに泊宮1'i.方向にある時過然浦月と一致してゐたと考へる司i:tc

依って以上の結果は説明出来る．然し地球に劃して 2!>.5日をもって一同制する居は太陽の緋度

土30° の純聞ではかたり深い居に共の所在を求めねば友らぬので，かLる事の可能性如何は向考患

の齢地があるのは勿論である．

次tc磁祭胤のうち特に大きいものに就いて統計を求めた．柿問に於ては三要素の肢差の和が 600

γ以下の磁領胤は極めて多いが 600γ を越えるものは碕で 然 7 員長

ある．今 1924年以来宮観測所It:於て概測した較差和が 1928 I July, s Iα悦削純白80
600γ より大きい綿嵐を第7去に列記してみる・ 胸 IJ叫沼｜｛郁）l抑制
右表中指狐内の撤宇lま磁筑嵐中の7J<jf介－｝）.偏角及び鉛 一つーー「一一一一｜一一一一i一一一一一

I I (691) I 2428924 

直分力の較差の和をγで裁はしたもので，最後の行の数怖

は凪の日付をジ品リアス艇で荻はしてある．此等の大きい

磁領嵐の大部介は28.33日の倍撒の間隔を置いて出現して

ゐる．各胤をジ，，.＼｝ ア3克服で列べ且つその下に 2425000+

436÷，1.28.33として叫に偽＝O，”＝123n=l23, n=J26, 

二J竺主主己竺Lピ竺竺こ
’ I Moぁ i2I 1850) I 242冊31

1940 I March,24 I (1178) I 2429718 

で－，－－－：－－－；－円高｜伽10

”＝127, n=l51，”＝151と置いて願書たに列べると次の扱にたる．

2425000+436, +3921, +3924, +4005, +4031, +4713, +4719 

2425000+436.0 +39包O.G -f・3920.6 +4005.G +4033.9 +4713.8 +4713.8 

差－ 0.0 -0.4 -3.4 +0.G +2.!> +0.8 -5.2 
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J 938 Jun. 25及び l¥Iay,12は差が夫々－3.4日及び＋2.9日で太陽の子午線前後土45＇・の範囲

に入るけれ共両者の差は6日となるので，特別の場合の外は雨者共一致してゐるものιする事は出

来友い．其れ故此の内何れかの一つをとれば最後の嵐と共に七問中ニ岡のみが上式で表はされぬ事

とたる．七問中五悶までが，i.28.33日の間隔で出現してゐる事は遇然とは考へられ注い．此等の嵐

より小さいli.tを考臓に入れると絡を趨営にとれば，此れと一致する＇tは多数あるけれ共，小さい臥

の撤は多いから遇然の場合が多くたり，此の場合の一致には信を世き難くたる．此の現象も前と同

様に 28.33日でー廻縛する週期を有する太陽面の居に前の楓大期頃から嵐を起す版図が生じ，其の

極大期に活動して 1928,July 8の磁無嵐を生じたとする．黒舶の減少と共に共の活動も次第に衰・へ

？とが今極大期に近づくに従ひ再び活動して今極大期中の顕著擾乱の殆んどさを郁を起してゐると考へ

る．かLる所澗 M-i＇也被の生命が十年以上も持績してゐる例は .Ad.Schmidtによって示されたも

のがある仰．

以上越ベプヒ搬に 1937-1938年の無鮪極大期が異常に大であった都に針路して地球磁場にも種々

の特性が出現してゐるのは注意すべきである．

栂要 1937-1938年の黒鮎極大期に於ける地球磁場の特性として次のものがある．

1. 磁場の鑓化は前極大期に於けるよりも約 20%大である．

2. 梢大きい磁親胤の約 40%は満月附近に起ってゐる．

（但し此の傾向は 1034 年の始めに強生し，此の年に始まる鼎~新組期の特徴であり，其れが

極大期に於て帯るしく現はれてゐる.lfi34年以前にはか Lる現象は認められない．〉

3. 編めて大きい磁祭鼠の出現が多い．

(.1938年から 1940年3月までに三要素の較差和 600γ を越ゆるもの 6聞を観測した．前極

大期にはか Lる胤は11碍しか観測され主主い〉．

4. 此等の側めて大きい磁寄託嵐の大部分は 28.33日の倍撒の間隔をもって出現してゐる．

（昭和十五年三月 於柿岡地磁叙観測所〉

(1) Ad. Schmidt: l¥Ict.おit.Vol. IG. p.鎗5-397,1899. 


